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昭和４７年
労働安全衛生法施行

労働災害による死亡者数

昭和４０年から平成２７年（５０
年間）で１／６

産業界等の労働災害防止に向けた継続的な取組→死亡災害の長期的・着実な減少
 労働安全衛生法施行後の４年間で激減
 昭和５１年以降、年平均６０人程度の減少
 「バブル景気」等の顕著な景気拡大期でもほとんど増加していない
 ５０年間で、３年連続増加したことはなく、２年連続増加したことは３回だけ

いざなぎ景気

バブル景気

昭和４２年 ５,９９０人

昭和４０年以降、初めて
６,０００人を切る

昭和５０年 ３,７２５人
４,０００人を切る

昭和４９年 ４,３３０人
５,０００人を切る

昭和５６年 ２,９１２人
３,０００人を切る

平成１０年 １,８４４人
２,０００人を切る

平成２７年 ９７２人
１,０００人を切る

５０年間の労働災害による死亡者数の推移 参考１


